
「2017年度 土砂災害予測に関する研究集会」参加案内 

 

・趣旨：土砂災害予測技術の現在における到達点を明らかにし、それをさらに実用的に発展

させるため、多くの研究者・技術者・その他ステークホルダーの意見交換をする場

として本研究集会を企画します。 

・主  催：国立研究開発法人 防災科学技術研究所（NIED） 

・後  援：日本地すべり学会・日本応用地質学会・砂防学会・斜面防災対策技術協会 

・開催日時：2017年 12月 7日（木）13：00～18：10、8日（金）9：00～17：55 

・プログラム：別紙参照 

・開催場所：〒305-0006 茨城県つくば市天王台 3-1 

      防災科学技術研究所 交流棟 1階 和達記念ホール 

      http://www.bosai.go.jp/introduction/project/location/location01.html 

   参加費：無料 

 

・意見交換会：12月 7日(木)19:00～21:00（送迎バス有）  

    会場：ホテルグランド東雲（つくば駅から徒歩 10分） 

http://www.hg-shinonome.co.jp/ 

   参加費：6,000円（税込、予定）（当日受付でお支払いください） 

・昼食弁当：本研究所食堂は小規模なためご利用になれません。また、研究所付近にレスト

ラン等が少ないため、12 月 8 日(金)の昼食のお弁当の注文を受け付けます。

昼食をご持参いただくか、お弁当の予約をお願いいたします。当日の新規販売

はいたしませんのでご了承ください。 

      1食 500円(税込、お茶込)となっております（当日受付でお支払いください）。 

 

・参加申込要綱：①参加者氏名、所属 

②メールアドレス 

③住所、電話番号 

④意見交換会出欠 

⑤2日目（12月 8日)昼弁当予約有無 

を添えて下記アドレスまでメールでお申し込みください。 

 

jisuberi@bosai.go.jp （土砂災害研究会事務局）（電話：029-863-7579） 

・参加申込期限：2017年 11月 30日（木） 

・弁当、意見交換会申込期限：2017年 11月 24日（金） 

 

＊本研究集会は CPD認定プログラムではありません 

http://www.bosai.go.jp/introduction/project/location/location01.html


2017年度　土砂災害予測に関する研究集会　プログラム

質疑込み発表時間（特別講演以外）：1日目：1件25分、2日目：1件20分　　

13：00～13：05 　　　　　開会挨拶　
13：05～13：10
13：10～14：10 特別講演（質疑込み） 深層崩壊発生の準備過程としての重力斜面変形 京都大学防災研究所 千木良　雅弘
14：10～14：20
14：20～17：00

紀伊山地における深層崩壊危険箇所の特徴と水文・水質調査について 国土技術政策総合研究所 木下　篤彦
深層崩壊発生場所の予測と山脚固定効果の定量化の試み 国土技術政策総合研究所 内田　太郎
付加体の地質構造が大規模崩壊の発達に及ぼす影響：南アルプスアレ沢崩壊の例 新潟大学 西井　稜子

15：35～15：45
中部日本の高山〜低山域の付加体分布地域に発達する山体重力変形地形の特徴と発達過程 岐阜大学 小嶋　智
斜面崩壊に認められる付加体の地質構造制約 防災科学技術研究所 木村　克己
断層・破砕帯とランドスライド：　素因・過程・結果 風水土 永田　秀尚

17：00～17：10
17：10～18：10
19：00～21：00

9：00～10：40
阿蘇カルデラ西部、高野尾羽根溶岩円頂丘における斜面崩壊の履歴 防災科学技術研究所 木村　誇
改測で明らかになった熊本地震の三角点水平変動の向きと崩壊面積率の関わり 日本大学/国土地理院 佐藤　浩
熊本地震高野台地区地すべりの試料を用いて液状化強度を求めた繰返し非排水一面せん断試験 国土技術政策総合研究所 長谷川　陽一
重力変形斜面における地震観測と震動特性の把握　－奈良県天川村栃尾地区の事例－ 京都大学防災研究所 土井　一生
譲原地すべりにおける地震動観測に基づく複数の地震動加速度波形の比較 日本工営 柴崎　宣之

10：40～10：50
10：50～11：40
11：40～12：40
12：40～13：40

線状降水帯と土砂災害の危険度 気象庁 岡田　憲治
土砂災害に対応する豪雨度，豪雨階の設定法 静岡大学 林　拙郎
降雨を誘因とする深層崩壊の発生メカニズム解明と危険地評価に向けた水文学的アプローチ 筑波大学 山川　陽祐

13：40～14：10
14：10～14：20
14：20～16：40

平成29年度九州北部豪雨を引き起こした線状降水帯に伴う降水量の予測可能性 防災科学技術研究所 加藤　亮平
平成29年度九州北部豪雨に伴う土砂・地盤災害の現地調査報告 防災科学技術研究所 山田　隆二
九州北部豪雨により発生した崩壊の発生時刻と雨量・崩壊形態との関係―日田市柳瀬地区の事例― パシフィックコンサルタンツ 松澤　真
2017年7月九州北部豪雨における斜面崩壊と雨量分布および植生状況との関係について 森林総合研究所 村上　亘
人工衛星データ等による平成29年7月九州北部豪雨の土砂移動分析 RESTEC 古田　竜一
地すべり地形の場で発生する斜面崩壊―日田市小野地区地すべりを例にして ドーコン 田近　淳
豪雨災害時における災害対応現場での災害情報の共有と利活用―福岡県内の対応を事例に― 防災科学技術研究所 佐野　浩彬

16：40～16：50
16：50～17：50
17：50～17：55

セッション４　「九州北部豪雨土砂災害」　　　座長：　防災科学技術研究所　井口　隆　　　　

12/8（金）9：00～17：55

12/7（木）13：00～18：10
防災科学技術研究所　理事長　林　春男

　　　　　趣旨説明

セッション1の総合討論

セッション２　「地震土砂災害」　　　座長：　国土技術政策総合研究所　内田　太郎

セッション1　「重力変形地形と深層崩壊発生予測」　　　座長：　消防庁消防研究センター　土志田　正二

　　　―　休憩（10分） ―

　　　―　休憩（10分） ―

15：00～15：20

　　　―　休憩（10分） ―

　　　―　昼食休憩（60分） ―　

　　　　　 意見交換会　

セッション３　「豪雨土砂災害」　　　座長：　関東学院大学/防災科学技術研究所　斎藤　仁

　　　―　休憩（10分） ―

12：40～13：00

9：40～10：00
10：00～10：20
10：20～10：40

9：20～9：40

13：00～13：20
13：20～13：40

　　　閉会挨拶
セッション４の総合討論
　　　―　休憩（10分） ―

　　　―　休憩（10分） ―

16：20～16：40

14：20～14：40
14：40～15：00

14：20～14：45
14：45～15：10
15：10～15：35

15：45～16：10
16：10～16：35
16：35～17：00

9：00～9：20

15：20～15：40
15：40～16：00
16：00～16：20

セッション２の総合討論

セッション３の総合討論



コンビニ（防災科研入口より約 650m先） 

12月 7日（木）、8日（金） 防災科学技術研究所へのアクセス 

 

●つくばエクスプレス「つくば」駅で下車。 

●つくば駅と防災科学技術研究所の間は無料マイクロバスを臨時運行いたします。 

・12月 7日（木） つくば⇔防災科研  ※12月 8日の運行はいたしません。 

 

 

 

●マイクロバス以外には「つくバス：北部シャトル」と「関東鉄道バス：テクノパーク大穂」行き 

 がございます。運賃はそれぞれ 200円（ICカード利用可）、390円です。 

・つくバス 北部シャトル 時刻表：http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/14271/14273/897/017159.html 

 ・関東鉄道バス テクノパーク大穂 時刻表：http://kantetsu.co.jp/bus/timetable_files/tc/tc04.pdf 

 ※こちらのつくばのバスの運行状況等が分かるサイトもご参照ください。 

つくばバス路線ガイド：http://busnoru.info/ 

 

●バス乗り場案内 

・防災科研マイクロバス：つくばエクスプレス（TX）A3 出口よりつくば駅駐車場へ向かい、 

「防災科学技術研究所」と記載されたプラカードが掲示されているバスをご利用ください。 

・つくバス：つくばエクスプレス（TX）A3 出口より③番「北部シャトル」へご乗車ください。 

      →バス停『花畑』で降車 

・関東鉄道バス：つくばエクスプレス（TX）A3 出口より⑤番「テクノパーク大穂」行バスへご乗車ください。 

        →バス停『防災科学技術研究所（防災科学技研）』で降車 

 

 

 

意見交換会ご案内 

●意見交換会を 18:50 から「ホテル東雲」で行います（ホテルからの送迎バス有）。 

〒305-0034 茨城県つくば市小野崎 488-1 電話：029-856-2211 HP：http://hg-shinonome.co.jp/ 

※会費：おひとり 6,000 円（税込、予定） 

意見交換会終了後、会場からつくば駅までホテルのバスを運行します。 

つくバス・関東鉄道 

降車バス停 つくバス乗車バス停 

防災科研 

つくば駅駐車場 

BiViつくば 

 

 

つくばクレオスクエア Q’t（キュート） 

防災科研マイクロバス乗り場 つくバス乗り場 

関東鉄道バス乗り場 

コンビニ（防災科研入口より約 450m先） 

関東鉄道バス 

乗車バス停 

交流棟 

(研究集会会場) 

http://busnoru.info/

